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音楽のもつ力
本来なら今週の金曜日はハッピーコンサートで、本

番に向けて学校中で合奏や合唱の音が校舎中のあちら
こちらから聞こえてくるはずでしたが、残念ながら今
年度は早々に中止を決定しました。
学校にとって、音楽は欠かすことができない大切な

友です。１学期は、放送委員会のリクエスト曲が流れ
たり、たまに廊下で鼻歌を歌っている子どもがいたり
とかなり控えめな音楽活動？でした。
なんとか音楽をと２学期がはじまって、音楽室の整

備や衝立作りを職員が手作業で行い、また全員の児童
にフェイスシールドを配付する予定で、徐々に子ども
たちの「音楽」がもどりつつあります。
子どもたちの歌声や演奏は、心を豊かにし、学校を

豊かにするパワーがあるといつも実感します。
映画「サウンド・オブ・ミュジーク」のマリア先生

や壺井栄作「二十四の瞳」の大石先生が音楽を通じて
子どもたちといっしょに成長していく様子は、多くの
人々に感動を与えてくれました。
本校の児童の歌声や演奏は私たち教員の自慢のひとつです。是非、学校公開週間には、音楽科も参

観候補のひとつに入れていただき、音楽の持つ力にも触れていだだければ幸いです。

PTA環境整備作業ありがとうございました

コロナ禍により、市内では作業を見合わせたり延期した
りする学校もありましたが、「なんとか子どもが気持ちよ
く学校に通ってほしい」という思いで、本校PTAが開催を
決めてくださいました。当日都合の悪い保護者は事前に個
別に作業に来ていただき、作業当日も本当に暑い中、集中
して作業いただきました。
「地域が支え 教職員が支える 子どもが主役の きれい
な学校」が、今年度の学校の目指す姿ですが、まさに地域
に支えていただき、おかげさまで、運動場や周辺は見違え
るようにきれいになりました。心より感謝申し上げます。

令和２年度の学校評議員会メンバー紹介
学校評議員会は、「学校運営に関する事項について意見を述べるもの」と定められ

ており、保護者にとっても大切な存在です。この委員会がなければ、校長は思い通りに

勝手気ままに学校運営をすることも可能で（そんな校長はいませんが・・）地域や保護

者の意見を学校運営に反映させるための大切な委員会です。

今年度の本校のグランドデザイン（学校教育目標等）も昨年度の評議員会の意見を

反映させて作成しました。令和2年度の評議員さんは、下記の通りです。

記

谷 明子 委員・・・元本校母親代表で現在は玉緒コミセンで勤務されています。

坂本正輝 委員・・・元本校PTA会長で、スポ少目線での意見もいただいています。

山本冨夫 委員・・・子ども安全リーダーとして、日々本校の子どもたちを見守ってくださっています。

西川公平 委員・・・昨年度PTA会長として、特にPTA会則・細則改訂に尽力いただきました。

荒川昌樹 委員・・・今年度のPTA会長で、子どもの体力面からの意見もいただいています。

１年生が校長先生の似顔絵を描いてくれました。

リコーダーがんばっています！


